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概要

チタンテトラアルコキシドは、香月・シャープレス不斉エポキシ化に欠かせない試薬であり、大気下では
酸化の影響を受けます。
今回、チタンテトラアルコキシド（チタンテトライソプロポキシド）について、雰囲気制御下と大気暴露後に
おいて、どのように変化するかTOF-SIMSを用いて調べた事例を示します。
MSTでは雰囲気制御により、大気酸化の影響を受けずに錯体の評価が可能です。

分析事例C0457 2017/01/18 2022/12/19

酸化の影響を受けない条件でTOF-SIMSによる質量分析が可能です

測定法 ：TOF-SIMS
製品分野 ：バイオテクノロジ・医薬品・化粧品・日用品
分析目的 ：劣化調査・信頼性評価
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分析サービスで、あなたの研究開発を強力サポート！

雰囲気制御下での有機金属錯体の定性分析雰囲気制御下での有機金属錯体の定性分析

雰囲気制御下では、Ti(OC3H7)4由来のピークが検出されております。一方、大気暴露後のデータではチ
タンの酸化物が形成しております。
雰囲気制御により大気酸化の影響を受けずに錯体の評価が可能です。

図1 チタンテトライソプロポキシドのTOF-SIMS負イオン分析結果

■参考：香月・シャープレス不斉エポキシ化とは
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1980年に香月勗氏とバリー・シャープレス氏に
よって報告されたアリルアルコールの不斉エポ
キシ化を行う手法。
2001年にシャープレス氏はこの反応とシャープ
レス不斉ジヒドロキシ化の開発によってノーベ
ル化学賞を受賞しています。

雰囲気制御
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図2 反応スキーム


